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十文字西地区

交流センター報

●令和6年6月15日号
〒019‐0513

十文字町植田字一ト市330

☎ 44-3100 FAX 44-5243

十文字西地区交流センター

センター長 近 孝 夫

十文字西地区の皆様お元気ですか。

年度始めで慌ただしかった４月、ゴールデンウイークで遠出や家族団らんを楽しんだ５月が

過ぎ、いよいよ自分自身をしっかり顧み、地域の隆盛を語り合う６月を迎えました。西地区交

流センターでは、お互いに語り合いができ、軽スポーツを楽しむ憩いの場所として皆様方をお

待ちしております。

ところで、５月の連休期間中「第37回能代カップ高校選抜バスケットボール大会」が能代

市総合体育館で実施され、全国の強豪高校に能代科学技術高校がチャレンジする大会でした。

優勝した開志国際高校（新潟県）のガード高橋歩路（ある、1年、190㎝）選手は、十文字中

学校出身でスタートで頑張っていました。私はその姿を見て非常に嬉しく感動して来ました。

ところで、６月の和名は「水無月」と呼ばれ、日本古来の伝統的な行事や６月ならではの風

物詩がたくさんあります。また、田に水を引く月でもあり、梅雨明けの意味も含まれ日に日に

暑くなります。お体にはお気を付けください。

～ 偉人の言葉に学ぼう ～

◆ 「人間関係をスムーズにする一言」 より

「 敢（あ）えて主とならずして客となる 」
（老子の言葉）

相手の動きに応じて自分の動きを決める方が良い。

上司、同僚の動きを見ながら 仕事のリズムを作ることが

チームプレーで最も大切なことである。

◆１日（衣替え）６月１日を目安に冬服から夏服へと替える習慣です。何故一斉に

衣替えをするようになったのでしょうか。

・衣替えは、平安時代に中国から伝わった習わしです。宮中行事として年

に２回衣を替えることになりました。当初は「更衣」といいましたが、

「更衣」という言葉が女官（官職を持ち宮廷に仕える女性）の役職名に用い

られるようになったため、「衣更え（衣替え）」と呼ばれるようになりました。

◆21日（夏至の日）2024年の夏至の日です。

・北半球においては、一年で最も太陽の位置が高くなるので、日が昇ってから

沈むまでの時間が長く「一年で最も日が長い日」であります。

６月 （水無月）の歳時記 ※歳時記シリーズ参照
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※カラー版は十文字西地区交流センター、または横手市のホームページでご覧ください※
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「 なぜ、この地に、

この神様が祀られているのか 」

神社と地域の歴史を 、古四王神社 大石宮司 の

案内で巡ります。
西地区交流センターから市バスで巡ります。

詳細・申込書は、

本日配布の

別紙チラシを
ご覧ください。

十文字西地区交流センターをスタートとし、

西地区内をウォーキングします。

昨今のクマ情報に伴い、対策として、

参加者に「クマよけベル」を配布します。
ウォーキング終了後、朝食を一緒に食べ

ながら初夏の朝を一緒に過ごしましょう。

◆みんなで

ウォーキング
6月23日（日） 6時～7時30分

◆ふるさと歴史探訪
～植田地区の神社を巡る～

7月10日（水） 9時～12時
※ 6/20より参加者募集 ※

今後の交流センター事業の日程について

展示作品を募集しています

● 交流館展示室に作品を展示してみませんか？

ただいま７月～９月分を募集中です。

また、創作されている方の情報をお待ちしてます。

十文字西地区交流センターへご連絡ください。

【 連絡先 】

十文字西地区交流センター 担当 佐々木

電話 44-3100    （平日９時～１６時）
● 十文字和紙愛好会

● 睦合手芸クラブ ● 植田手芸クラブ

【連絡先】十文字西地区交流センター  44ー3100 担当 佐々木


